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金剛峯寺の「奥殿」にて中秋の名月、4日の夜に町民対象の演奏会が行われ、

日本最大の石庭「蟠龍庭」に生演奏のアイリッシュハープの美しい音色が響

きわたりました。

置き灯籠約 1,000 個のろうそくの光が金剛峯寺境内や石段を彩りました。

観 月 会
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奥
之
院
の
一
の
橋
を
入
っ
て
す
ぐ
の
と
こ
ろ
に
曽
我

兄
弟
の
供
養
塔
と
い
わ
れ
る
鎌
倉
時
代
初
期
頃
の
も
の

と
思
わ
れ
る
3
基
の
五
輪
塔
が
あ
り
ま
す
。

曽
我
兄
弟
と
は
、
工
藤
祐す

け

経つ
ね

に
暗
殺
さ
れ
た
河
津
祐す

け

泰や
す

の
仇
討
ち
を
行
な
っ
た
曽
我
十
郎
祐す

け

成な
り

と
曽
我
五
郎

時と
き

致む
ね

の
兄
弟
（
曽
我
兄
弟
は
、
父
の
河
津
祐
泰
の
死
後
、

曽
我
祐す

け

信の
ぶ

の
養
子
と
な
っ
た
）
の
こ
と
で
す
。
鎌
倉
時

代
初
期
に
お
き
た
曽
我
兄
弟
の
仇
討
ち
は
、
日
本
三
大

仇
討
ち
に
数
え
ら
れ
、
軍
記
物
語
で
あ
る
『
曽
我
物
語
』

や
そ
れ
を
題
材
と
し
た
『
助
六
』
等
の
歌
舞
伎
の
曽
我

物
と
し
て
長
く
人
々
に
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の

た
め
、
曽
我
兄
弟
の
墓
と
さ
れ
る
も
の
は
全
国
に
十
カ

所
以
上
あ
り
、
奥
之
院
に
み
ら
れ
る
供
養
塔
も
そ
の
う

ち
の
１
つ
に
な
り
ま
す
。

奥
之
院
に
あ
る
曽
我
兄
弟
供
養
塔
は
3
基
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
２
基
は
曽
我
十
郎
と
曽
我
五
郎
の
兄
弟
の
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
残
る
１
基
は
だ
れ
の
供
養
塔

な
の
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
五
輪
塔
に
は
供
養
さ

れ
た
人
を
示
す
銘
文
は
刻
ま
れ
て
い
な
い
た
め
、
現
地

の
石
塔
を
調
べ
て
も
分
か
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
奥
之

院
の
曽
我
兄
弟
供
養
塔
の
事
を
示
し
た
江
戸
時
代
の
古

記
録
等
を
み
て
み
ま
す
。『
紀
伊
続
風
土
記
』
に
は
「
曾

我
兄
弟

親
河
津
碑
」
と
あ
り
、
曽
我
兄
弟
と
実
父
の

河
津
の
供
養
塔
。『
紀
伊
国
名
所
図
会
』
に
は
「
曾
我
兄

弟
の
碑
二
基　

左
側
に
あ
り
。
鬼
王
の
建
る
所
と
い
ふ
。

鬼
王
の
碑
も
あ
り
。」
と
あ
り
、
曽
我
兄
弟
と
鬼
王
（
兄

弟
の
形
見
を
母
に
届
け
た
従
者
）
の
供
養
塔
。『
高
野
山

及
び
周
辺
の
絵
図
』
に
は
、
両
脇
の
石
塔
が
十
郎
と
五

朗
で
中
央
の
石
塔
は
「
虎
石
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
曽

我
兄
弟
と
虎
御
膳
（『
曽
我
物
語
』
に
登
場
す
る
人
物
で

あ
り
曽
我
十
郎
と
関
係
の
深
い
遊
女
）
の
供
養
塔
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
曽
我
兄
弟
以
外
の
１
基
に
つ
い
て
は
、

『
曽
我
物
語
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
点
は
共
通
し
て
い
ま

す
が
人
物
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
石
塔

が
建
立
さ
れ
た
鎌
倉
時
代
の
情
報
が
う
ま
く
後
世
に
伝

わ
ら
な
か
っ
た

た
め
か
、
江
戸

時
代
頃
に
古
い

石
塔
を
利
用
し

て
人
気
の
あ
っ

た『
曽
我
物
語
』

の
名
所
が
つ
く

ら
れ
た
た
め
で

あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
）

11
月
3
日
　
高
野
町
交
流
ひ
ろ
ば

11
月
3
日
～
5
日
　

　
　
　
　
　
高
野
町
民
文
化
祭

　
　
　
　
　
高
野
山
大
学
学
園
祭

11
月
11
日
～
19
日
　

　
　
　
　
　「
弘
法
大
師
空
海
　

お
大
師
さ
ま
の
息
」

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
町
民
の
皆
様
か
ら
の
俳

句
・
川
柳
な
ど
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
掲
載
希
望
の
方
は
企
画

公
室
企
画
広
報
係（
☎
56
︱
２
９
３
２
）ま
で
！

獄
を
背
に
豊
穣
の
稲
そ
よ
ぎ
け
り
　

宮
口
　
　
進

障
子
貼
り
差
し
込
む
光
明
る
な
り
　

中
垣
内
　
富
貴
代

茗
荷
取
り
姉
さ
被
り
の
中
は
老
い
　

下
仲
　
里
美

秋
立
ち
し
七
霞
山
仰
ぎ
見
る
　
　
　

岡
本
　
好
民

形
見
分
け
な
る
や
紬
の
裾
も
秋
　
　

堂
本
　
洋
子

11月の主な行事

今
月
の
俳
句
（
富
貴
俳
句
会
）

曽
我
兄
弟
供
養
塔
（
高
野
山
）

25

曽我兄弟供養塔
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高
野
山
で
は
町
内
各
地
の
秋
祭
り
で
盛
大
な
餅
投
げ

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
米
の
収
穫
時
期
に
五
穀
豊
穣

を
感
謝
す
る
習
俗
の
名
残
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
豊
食
の

現
代
に
あ
っ
て
、
な
ぜ
餅
投
げ
の
活
気
は
失
わ
れ
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　

日
本
人
と
米
の
関
係
は
古
代
に
ま
で
遡
り
、
狩
猟
の

時
代
か
ら
稲
作
に
生
活
が
移
行
す
る
と
、
人
々
の
定
住

と
共
に
一
族
の
集
合
体
が
形
成
さ
れ
人
口
が
急
増
し
ま

し
た
。
所
有
す
る
田
園
が
そ
の
ま
ま
領
地
と
な
り
、
米

の
収
穫
が
多
い
事
が
そ
の
ま
ま
財
産
・
権
力
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
平
安
時
代
に
な
る
と
有
力
な
豪

族
が
田
園
を
管
轄
し
荘
園
制
度
が
生
ま
れ
、
武
士
の
時

代
に
な
っ
て
も
経
済

基
盤
は
米
が
中
心
で

あ
り
江
戸
時
代
に
は

石
高
と
し
て
米
が
武

士
の
財
力
を
示
す
指

数
と
な
り
ま
し
た
。

米
は
古
代
か
ら
近
代

に
至
る
ま
で
日
本
人

の
文
化
の
根
底
で
あ

り
、
そ
れ
ゆ
え
米
は

日
本
人
の
魂
と
も
直

結
し
、
餅
や
酒
な
ど

米
を
用
い
た
も
の
が

神
仏
へ
の
供
物
の
中

心
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
先
祖
が

切
り
開
い
た
土
地
か
ら
芽
生
え
今
な
お
子
孫
を
生
か
す

と
い
う
感
覚
か
ら
、
米
に
は
先
祖
の
魂
が
宿
る
と
さ
れ
、

仏
教
思
想
と
も
融
合
し
た
結
果
、
田
植
え
の
春
・
収
穫

の
秋
に
先
祖
に
感
謝
す
る
、
お
彼
岸
が
定
着
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
よ
う
に
、
米
と
日
本
人
と
の
関
係
は
、
た

だ
の
食
物
の
そ
れ
と
は
違
い
、
稲
作
信
仰
と
も
言
わ
れ

る
ほ
ど
生
活
と
魂
に
密
着
し
て
い
た
の
で
す
。
故
に
、

も
ち
米
で
作
る
餅
は
古
代
か
ら
ハ
レ
の
行
事
で
の
縁
起

物
と
し
て
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
た
の
で
す
。
ま
た

五
穀
豊
穣
の
象
徴
と
し
て
、
秋
に
は
全
国
の
寺
社
仏
閣

な
ど
で
盛
大
な
餅
ま
き
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

高
野
山
は
、
標
高
が
高
く
狭
い
山
中
に
あ
る
た
め
、

稲
作
が
行
わ
れ
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
内
の
食
料
は
、

麓
の
里
な
ど
か
ら
の
奉
納
や
、
寺
領
地
の
領
民
か
ら
の

年
貢
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
高
野
山
自
体
で
稲

作
が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
米
は
貴
重

で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
、
そ
れ
ゆ
え
に
、
高
野
山
で
は

五
穀
豊
穣
を
感
謝
す
る
餅
ま
き
が
い
ま
な
お
活
気
を
失

う
こ
と
な
く
町
民
に
愛
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

と
く
に
、
秋
は
一
大
餅
ま
き
シ
ー
ズ
ン
。
十
一
月
は
、

第
一
日
曜
日
に
中
の
橋
で
の
山
の
神
、
三
日
に
は
福
智

院
で
首
途
弁
天
、
七
日
に
は
金
剛
峯
寺
の
山
の
神
、
八

日
に
は
各
地
の
お
稲
荷
さ
ん
、
さ
ら
に
十
六
日
に
は
南

小
田
原
の
丸
山
弁
財
天
で
も
餅
ま
き
が
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
　

高
野
山
真
言
宗　

総
本
山　

金
剛
峯
寺

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
２
０
１
１

金剛峯寺
通 　信

餅
投
げ

こ
れ
ま
で
の
コ
ラ
ム
で
も
お
伝
え
し
て
き
ま
し
た
と
お
り
、
本
町
の
公

共
施
設
に
は
実
に
様
々
な
用
途
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
人
口
減

少
等
の
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
利
用
者
数
の
減
少
や
廃
校
の
よ
う
に
そ

の
役
目
を
果
た
し
た
施
設
も
存
在
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
の
施
設

を
別
の
用
途
で
使
用
し
て
い
る
事
例
が
本
町
で
も
あ
り
ま
す
。
例
と
し
て

元
白
藤
小
学
校
は
、
木
造
校
舎
の
内
装
を
活
か
し
、
写
真
ス
タ
ジ
オ
と
し

て
利
用
さ
れ
、
他
府
県
か
ら
多
く
の
方
が
撮
影
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

ほ
か
に
は
、
元
花
坂
保
育
所
が
加
工
所
と
し
て
地
域
の
方
に
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

本
町
で
は
、
今
後
、
公
共
施
設
の
総
合
的
な
整
備
を
進
め
て
い
く
中
で
、

利
用
率
が
高
い
施
設
に
つ
い
て
は
、
安
心
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
『
使
用
状
況
の
見
え
る
化
、
定
期
点
検
、
施
設
整
備
』
を
お
こ
な
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
使
わ
れ
て
い
な
い
施
設
や
空
き
ス

ペ
ー
ス
、
設
置
さ
れ
て
い
る
設
備
機
器
等
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
皆
様
に

公
表
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
住
民
の
皆
様

や
民
間
事
業
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
提
供
し
て
い
た
だ

き
、
公
共
施
設
の
利
用
促
進
・
有
効
活
用
を
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

施
設
の
総
量
や
施
設
の
解
体
費
を
減
少
さ
せ
る
た
め
、
民
間
活
力
等
を
発

揮
し
て
い
た
だ
け
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
や
払
い
下
げ
等
を
検
討
し

て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

本
コ
ラ
ム
を
通
じ
て
、町
民
の
皆
様
に
公
共
施
設
等
の
現
状
を
報
告
し
、

幅
広
く
皆
様
か
ら
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
回
コ
ラ

ム
で
は
、「
公
共
施
設
の
利
活
用
の
全
国
事
例
」
に
つ
い
て
、
報
告
い
た

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
総
務
課  

庶
務
係  �

☎
０
７
３
６
︱
56
︱
３
０
０
０

ＦＡＸ
０
７
３
６
︱
56
︱
４
７
４
５

M
ail

：soum
u@

tow
n.koya.w

akayam
a.jp

「
消
費
生
活
に
関
す
る
実
態
調
査
及
び
公
共
施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の

ア
ン
ケ
ー
ト
」に
ご
協
力
い
た
だ
け
ま
し
た
か
？
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
方
に
は
、（
ボ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。

提
出
期
限
は
平
成
29
年
12
月
28
日
ま
で
で
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
公
共
施
設
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
利
活
用
事
例

（
公
共
施
設
を
も
っ
と
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？
）

コ ラ ム
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用語解説

性質別歳出　つづき
●物件費…旅費や消耗品費な
ど、他の性質に属さない消費
的な経費
●補助費等…各種団体などに
対する補助金・負担金、水道
事業に対する繰出金など
●繰出金…他の会計等に支出
するお金
●維持補修費…町が管理する
施設を維持・保全するために
行う施設の維持補修経費
●積立金…基金として積み立
てるお金
●貸付金…高野町内の小規模
企業振興のための銀行への預
託金

【目的別歳出】
○議会費…議会の運営経費
○総務費…防災対策、地域振
興対策など町民が安心して暮
らすための費用や基金への積
立金、選挙費、内部管理など
の経費
○民生費…障害者やお年寄り
に対する福祉、子育て支援な
どの事業費
○衛生費…健康で衛生的な生
活環境を守るための保健・医
療・環境などの事業費
○農林業費…農林業の振興を
図るための支援や生産基盤整
備などの事業費
○商工費…商工業の振興を図
るための支援や中小企業、観
光振興のための事業費
○土木費…道路、河川、公園
などの整備事業費
○消防費…町民生活の安全を
守る消防活動費
○教育費…学校教育・生涯学
習の充実、芸術・文化・スポー
ツ振興の経費
○災害復旧費…被災した施設
などの復旧に要した費用
○公債費…町が借りた借入金
の元金・利子の返済金

決 算 報 告
性質別歳出（一般会計）

目的別歳出（一般会計）

○�地方消費税交付金7,053万8千円のうち消費税の税率の引き上げに伴
う増収分は、2,430万円であり、そのすべてを社会保障の充実（社会福
祉費、老人福祉費、児童福祉費の一般財源）に対して使用しています。
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用語解説

【歳入】
■自主財源…町が自主的に調
達できる財源
○町税…町民の皆さんから納
めていただいていた税金や企
業からの法人税など
○使用料・手数料…町営住宅
等、町有施設の使用料と、諸
証明の交付手数料など
○繰入金…各基金や他の会計
などから繰り入れたお金
○繰越金…前年度決算で出た
剰余金など

■依存財源…国や県の基準に
より交付されたり、配分され
る財源
○地方譲与税…本来、地方税
として徴収すべき税を徴収の
便宜等から、いったん国が徴
収し、一定の基準に従い地方
に譲与される税
○地方交付税…財政力の差に
より行政サービスに大きな較
差が生じないように、一定の
基準により国から交付される
税
○国庫・県支出金…町が行う
特定事業に対して国や県から
その使い道を定めて交付され
る資金
○町債…道路や施設の建設や
改修などのための財源となる
長期的な借入金

【歳出】
性質別歳出
●人件費…議員報酬、特別職
給与、職員給与など、勤務の
対価として支払われる経費
●扶助費…社会保障制度の一
環として、児童、老人、障害
者、生活困窮者等を支援する
ための経費
●公債費…町が借りた借入金
の元金・利子の返済金
●普通建設事業費…道路や施
設の建設、大規模改修などの
ための経費

平成28年度

　高野町の会計は、総務費・民生費・教育費など行政サービスを行ううえで基
本となる一般会計と、国民健康保険など 10 の特別会計、水道事業会計の企業
会計、合計 12 会計から成り立っています。一般会計と特別会計と水道会計を
合わせた町全体の会計総額は、歳入 66 億 6,837 万円、歳出 63 億 4,095 万円と
なりました。

決算の概要

会計別決算総括表　　　　　　　　　　　　　　　　　

歳入（一般会計）

会　計　名 歳　入 歳　出 差　引
一般会計 43 億 5,335 万円 42 億 1,820 万円 1億 3,515 万円

特
別
会
計

国民健康保険 7 億 37 万円 5億 7,612 万円 1億 2,425 万円
国保富貴診療所 8,792 万円 7,578 万円 1,214 万円
簡易水道 3,172 万円 2,898 万円 274 万円
富貴財産区 556 万円 537 万円 19 万円
下水道 1 億 7,877 万円 1億 7,395 万円 482 万円
農業集落排水事業 1,350 万円 1,176 万円 174 万円
介護保険 5 億 7,775 万円 5億 3,995 万円 3,780 万円
生活排水処理事業 1,916 万円 1,803 万円 113 万円
高野山総合診療所 4 億 1,365 万円 3億 8,029 万円 3,336 万円
後期高齢者医療 1 億 4,396 万円 1億 3,227 万円 1,169 万円

水道事業
会計

収益的 1 億 2,966 万円 1億 1,374 万円 1,592 万円
資本的 1,300 万円 6,651 万円 △ 5,351 万円

歳入（一般会計）
○�町税のうち都市計画税、957万４千円は都市計画事業（都市計画費、
上下水道費のうち水道事業及び下水道事業）に要する経費に対し全額
充当しています。
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J アラートの全国一斉情報伝達訓練
実施について

【問い合わせ】防災危機対策室　☎ 0736－56－9911

J アラート（全国瞬時警報システム）は、弾道ミサイルや地震・津波に関する情報など、
対処に時間的余裕のない緊急事態について、人工衛星などを通じて国（内閣官房、気象庁）
から瞬時に伝達するシステムです。
緊急時における住民への迅速かつ確実な情報伝達に資するため、全国一斉に Jアラートの
通信訓練が行われます。訓練では、防災行政無線を起動して、下記による試験放送が流れます。

平成29年10月27日  第40号  (6)高　　KOYA　　野

【実施日時】　11月14日（火）　11：00　
【放送内容】　♪♪チャイム♪♪
　　　　　　「これは、J アラートのテストです。」　※ 3 回くり返し
　　　　　　「こちらは、防災高野町（ぼうさいこうやちょう）です。」
　　　　　　♪♪チャイム♪♪



第37回　北方領土返還要求
和歌山県民大会の開催について

【問い合わせ】企画公室　企画広報係　☎ 0736－56－2932

　県民の皆様に北方領土問題を知っていただき、関心を深めていただく目的で今年度は高野町で県民大
会が開催されます。
当日は、高野山中学校の生徒による北方領土現地研修の報告も行われますので、この機会に一緒に北方

領土問題について考えてみませんか。
町民の皆さまの参加をお待ちしております。

密教の音色

にじいろ写経

(7) 第40号 平成29年10月27日高　　KOYA　　野

目　的：県民一人ひとりが北方領土問題に対する正しい理解と認識を深め、一日も早い
　　　　北方領土返還を実現する
日　時：平成29年11月16日(木)　13：00 ～ 16：00（受付開始 12：30）
場　所：高野山大学　松下講堂黎明館　
参加費：無料
主　催：北方領土返還要求運動和歌山県民会議（事務局　和歌山県　広報課）

【問い合わせ】金剛峯寺　☎ 0736－56－2011

これ以外に、僧侶が解説する朱印や暦、お経に関する講座も
解説しています。
詳細は催事特設ウェブサイトをご覧ください。
http://ropparamitsu.strikingly.com/

『密教の音色』　�僧侶が法会の際に着用する法衣や使用する道具、お斎と呼ばれる宴席で使用されるお膳や
食器などを展示。

『にじいろ写経』�高野山に点在する七つの神仏のお名前を七色の筆で
写します。願意ごとに神仏を選び、高野山上に祀ら
れる神仏を参拝してみてはいかがでしょうか。

『ＭＩＧＡＫＵ ～下座行～』�六波羅蜜の内「布施」にあたる体験として、
僧侶先導のもと下座行（仏器磨き）を行い
ます。お寺を磨き、こころも研きます。

【六波羅蜜のご紹介】
金剛峯寺では高野山の文化を＂体感＂して頂く催事『六波羅蜜』を開催いたします。仏教では僧侶が社会と
そこに住まう人々のために活動する中で、守るべき６つの規範を「六波羅蜜」と呼んでいます。この催事では「美
しく生きるための六種のヒント」とも言える、僧侶の日々の修行のエッセンスをご紹介しています。

日　程：11月3日（金）・4日（土）・5日（日）
時　間：3日　13：00～16：30
　　　　　　　夜の部（声明公演）18：00～20：30
　　　　4日　 9：00～16：30
場　所：金剛峯寺　別殿・茶の間　他　

総本山金剛峯寺 11 の 事月 催 月



第9回  高野町民ゴルフ大会

第１回　高野町長杯争奪
ソフトバレーボール大会

【問い合わせ】教育委員会　☎ 0736－56－3050

【申込み・問い合わせ】教育委員会内　高野町スポーツ推進委員会事務局
TEL：0736－56－3050　FAX：0736－56－4831

第 9回高野町民ゴルフ大会を 9月 10日（日）、紀伊高原ゴルフクラブにて開催しました。
当日は天候の方が心配されましたが 32名の皆様にご参加いただき、すばらしいプレーで
盛り上がり、無事盛会のうちに終了することが出来ました。
以下の結果となりましたので報告

させていただきます。

最後となりましたが今大会開催に
多大なご協力ご協賛いただきました
皆様方に御礼申し上げます。
次回の大会も沢山のご参加お待ち
しております。

日　　程　　平成 29 年 12 月 3 日（日） 
受　　付　　8：30 ～ 9：25　開会式 9：30 ～
場　　所　　高野町民体育館　高野町大字高野山 486 番地
参 加 料　　１チーム　１,000 円（大会当日ご持参下さい。）
参加資格　　中学生以上
チーム編成　①１チーム 8 名まで登録可能
　　　　　　②女性、中学生男子のみのチームも参加可能
　　　　　　③ 4 人制　試合中、２名は女性または中学生を含むこと

申込期限　平成 29 年 11 月 15 日（水）
　　　　　※ 大会当日１チーム 6試合を予定しています。（午前 3試合、午後 3試合を予定）
　　　　　※ 参加者は万全な健康管理の下、参加して下さい。

◎ ソフトバレーボールの練習について　
　高野町民体育館を 11 月 24 日（金）～ 26 日（日）の 9：00 ～ 21：30 まで参加チーム対象
に設けていますので是非ご利用下さい。

平成29年10月27日  第40号  (8)高　　KOYA　　野

松山　雄大様吉岡　弘文様

優　勝 準優勝



(9) 第40号 平成29年10月27日高　　KOYA　　野

高野山の貴重な伝統の一つ「宝来」をつくってみませんか。
来年の干支などを『切り絵』のようにして作ります。
みなさまのお越しをお待ちしております。

【問い合わせ】　産業観光課地域振興係　☎ 0736－56－9001

【申込み・問い合わせ】　教育委員会　☎ 0736－56－3050

【問い合わせ】　教育委員会　☎ 0736－56－3050

日時　高野山中央公民館：平成29年12月4日（月）
　　　　　　　　　　　　13：30から
　　　富貴児童館：平成29年12月8日（金）
　　　　　　　　　13：00から
　　　材料代：500 円

開 催 日：11月 27日（月）　　
講　　師：高野山大学名誉教授　山陰 加春夫 先生
集合時間：7：00（金剛峯寺前駐車場）　※花坂、伊都振興局経由予定
募集定員：35名（高野町在住者） 　※先着順　定員になり次第締め切ります。
参 加 費：4,500 円（拝観料・昼食代・保険代ほか）
申込受付：平成 29年 11月 8日（水）～　※土日は除く
受付時間：9：00～ 17：00　時間厳守 
申込方法：電話のみ（住所・氏名・性別・年齢・電話番号）
主　　催：大人のサンわく学（中央公民館）

【交流体験イベント  ミライカレッジ高野山麓】
日　　　　程：12月2日（土）～3日（日）　1泊 2日　
参 加 対 象：橋本市、かつらぎ町、九度山町、高野町在住の 25歳～ 45歳独身男性
申し込み締切：11月 24日（金）
詳　　　　細：ミライカレッジホームページをご確認ください。
　　　　　　　⇒ http://miraicollege.jp/koya

人気の婚活プログラムが開催となります。はたごんぼ堀り体験や阿字観体験などを
盛り込んだ 1 泊 2 日の首都圏や関西圏女性との交流イベント♪男性参加者募集！

宝 来 作 り 体 験

※�高野紙は１枚ついています。カッター・台
紙等はこちらで用意します。申込みは教育
委員会まで（当日参加 可）

～弘法大師ゆかりの地を訪ねて in 京都～ 

＂ミライカレッジ高野山麓＂で出会いを見つけよう！

紅葉が美しい秋の京都、広隆寺・仁和寺・金閣寺をめぐり研修を行います。
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TOPICS   11～12月

不審者対応訓練

花坂消防団訓練

9月14日

9月1日

橋本警察署、高野幹部交番の方に協力していただき、花坂
小学校に不審者が侵入した事を想定し、避難訓練や対応等に
ついて講話していただきました。
訓練では警察の方に不審者役になってもらい、
さすまたや傘等の効果的な使い方についての指
導を受け、本番さながらの訓練ができました。
講話では、防犯アラームの使用方法など不審
者から身を守る方法について指導していただき
ました。

9月 1日（金）、花坂小学校グラウンドにて、消防署員
指導の下、消火訓練に消防団や住民の方々、花坂小学校
の生徒、先生達が参
加しました。
消化器を使用した
訓練や放水訓練など
精一杯訓練に取り組
んでいました。

学校給食用地元米を収穫しました！9月9日

9月 9日（土）、筒香地区において学校給食に使用す
る地元米「イクヒカリ」の収穫が「富貴・筒香 田ん
ぼつくりタイ」の皆さんにより行われました。
今年は、例年に比べ実りも良く美味しいお米がで
きました。稲刈り後は、昔ながらの天日干しを 10
日～ 2週間程度行い、乾燥させてから脱穀します。
手間はかかりますが、その分、児童生徒の皆さん
に「美味しいご飯を食べてもらいたい」の思いがいっ
ぱい込められています。    
学校給食にお目見えするま
でもう少しですので期待して
お待ちください。
作り手の思いと手間暇か
かった美味しいお米をいただ
けることに感謝して、しっか
り残さず食べてくださいね。
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金剛峯寺職員組合によるクリーンプロジェクト

第3回町民教養講座

表敬訪問10月5日

9月15日

9月26日

10 月 5日（木）に第 72回国民体育大会「愛
え

顔
がお

つなぐえひめ国体」
でライフル射撃に出場した賀

か

川
がわ

素
もと

貴
たか

さんが 4位入賞を果たし、高
野町役場へ表彰状を持ち表敬訪問してくれました。
あと 1点のところで表彰台を逃してしまいましたが、今後の活

躍に期待したいです。

9月 15 日、毎年恒例となっている高野山清掃活動ですが、今年は高野参詣
道 町石道の 40 町石付近で、道普請が実施されました。町石道は平成 16年 7
月に、世界遺産『紀伊山地の霊場と参詣道』に登録され、自然と人の営みが一
体となった景観が特徴です。この遺産は台風などの災害で土砂の流出等がある
ことや、観光客が集中し道の傷みも確認されていま
す。
23 名の組合員の方々が参加し、和歌山県の観光

振興課世界遺産班と世界遺産センターの協力を得
て、浸食場所に土入れを行い、維持・修復活動に参画
し、この遺産を後世に残す役割を果たしました。

社会教育委員の内海恭子さん・畬野尚子さんによる企画で、第 3回
町民教養講座「手作り石けんとスキンケア」を開催しました。NHK
文化教室の石原めぐみ先生に指導して頂き、石けんは植物性オイルを
原料とし好みの香りを入れて作りました。又美容液・乳液も作り、出
来上がりを肌につけ、つるつる、すべすべを実感しました。

平成29年度新人消防職員を紹介します！
今年度新たに消防職員に採用された二人が、半年間の消防学校教育を無事に終えて帰任しました。
町民の皆様、どうかよろしくお願いします。
高野町民の安全と安心を守る仕事を選んだフレッシュ消防職員に尋ねました。
①年齢　②出身地　③趣味　④町民の皆様に一言！

①22歳
②奈良県吉野郡大淀町
③釣り、ドライブ
④�高野町についてはまだまだ知らな
いことが多く勉強中ですが、救急
救命士の資格を生かして皆様に信
頼される消防士になれるよう責任
と自覚を持って精一杯頑張ります
ので宜しくお願いします。

①19歳
②高野町細川
③音楽鑑賞、カラオケ
④�私にとって高野町は育った町なので、
幼い頃から見てきた自然豊かなこの町
を消防士として守っていけることを誇
りに思います。一日でも早く一人前に
なって、高野町に貢献できるように何
事にも全力で取り組んで頑張りますの
で宜しくお願いします。

東
ひがし

　優
ゆう

輔
すけ

下
し も が い と

垣内　祐
ゆう

多
た



益田晴代 氏　講演会

今年も「夏の子供を守る運動」にご協力頂きありがとうございました。この運動は、和歌山県民

総ぐるみ運動の一環として、特に 7月及び 8月を「夏の子供を守る運動」期間と定め、関係機関や、

各種団体、地域社会が一体となって、青少年の非行防止・健全育成、水の事故や交通事故等の防止

を図り、すべての青少年がこの夏を＂明るく・正しく・たくましく＂育つよう、県内全域で幅広い

活動を推進しようとするものです。合同夜間街頭補導は、非行防止活動を目的に行っており、本年

も 7月末から 8月に渡り、各学校職員、PTA、民生児童委員会、高野山婦人会、青少年団体連絡協

議会、県警委嘱青少年補導委員、高野町役場職員など 97名の方に参加を頂き、無事活動を終えるこ

とが出来ました。本年もご協力頂き、誠にありがとうございました。

益田晴代 氏　プロフィール
「ＮＰＯ法人親（おや）学会」理事長。胎児期、乳
幼児期の関わりを通して人間形成の中枢をなす心
と体のバランスの重要性を親たちに訴えている。
ネパール国ルンビニーの女性・子ども達の為に摩
耶基金「ルンビニー裁縫教室プロジェクト」を立
ち上げ、活動中

著作：『親（おや）学会のすすめ』
（共著、モラロジー研究所）

　　　『ブッダの母　摩耶夫人』（講談社）　　他

青少年センターからのお知らせ

【問い合わせ】　高野町成人式実行委員会　☎ 0736－56－3050

【問い合わせ】　高野山大学　☎ 0736－56－2921

平成29年10月27日  第40号  (12)高　　KOYA　　野

【問い合わせ】　高野町青少年センター　☎ 0736－56－3050

平成 30年 1月 8日（月） 13：00 から高野町中央公民館 2階にて開催されます。

平成 9年（1997年）4月 2日から平成 10年（1998年）4月 1日生まれの方で、小・

中学校卒業時点で高野町に在籍していた方及び、高野町に住所のある方を対象とし

ています。

対象となる方は是非ご参加ください。

同期間内にお生れの方で上記の対象者でなくてもご参加できる場合があります。参加希望の方は、

下記までお問い合わせください。

日　時　11 月 21 日（火）

　　　　10：30

場　所　松下講堂黎明館

演　題　

「摩耶夫人に学ぶ親孝行」

平成30年 高野町成人式の
日程が決定しました



人権を考える強調月間
11月11日～12月10日

同和運動推進月間
11月1日～11月30日

基本的人権の尊重と同和問題の解決をめざし、私たち一人ひとりが、
差別や偏見を自分自身の問題としてとらえ行動していくことが大切です。
みんなの力で、差別のない、人権が尊重される明るい社会を築いていきましょう。

【問い合わせ】総務課　窓口係  ☎0736－56－3000

人権を守って明るい町づくり

　日　　時：11月14日（火）　13：00～16：00まで
　場　　所：高野町役場　1階住民ホール
　相談内容：消費生活に関する心配事や悩み事、クーリングオフ、訪問販売、　　　　　　　
　　　　　　悪質リフォームなど
　　　　　　　※専門の相談員が対応します。電話での相談も受付けます。

　
　　　　　　　高野町相談会の日以外も対応します。
　紹　　介：和歌山県消費生活センター（和歌山ビッグ愛8F）　☎ 073－433－1551

【問い合わせ】総務課　消費生活相談係　☎ 0736－56－3000

11月の消費生活相談会のお知らせ

相談は無料で秘密は厳守します
毎月第 2 火曜日に開催しています

(13) 第40号 平成29年10月27日高　　KOYA　　野

高野町中央公民館　図書室　担当：白濵早苗　☎0736－56－2076

◦�図書の購入リクエストを受付けております。図書室に入れてほしい本がございまし
たらお申込みください。
◦�図書室を通じて県立図書館の本を取り寄せることができます。詳しくは係員におた
ずねください。（到着には日数がかかりますので、予めご了承ください。）
　　　※図書の貸し出しはお一人5冊まで、期間は2週間です。

お知らせ

11月25日（土） �14:00 より、高野町「まちかどサロン～縁
え ん

～」でボランティ
アの方による『よみきかせの会』を開催します。幼児から小学
生向けですが、大人の方にもお楽しみいただけます。事前の申
し込みは不要ですので、お気軽にお越しください。

イベントの
お知らせ

中央公民館



【問い合わせ】自衛隊和歌山地方協力本部　橋本地域事務所（橋本市市脇1丁目3番2　KK6ビル3階）
☎0736－32－0744

平成29年度　自衛官等募集案内
募集種目 資格 受付期間 試験期日 合格発表

陸上自衛隊
高等工科
学校生徒

推薦

男子で中卒（未満含）17 歳
未満の成績優秀かつ生徒会
活動等に顕著な実績を修
め、学校長が推薦できる者

平成29年
11月1日から
平成29年
12月1日

平成30年1月
6日～8日
※�いずれか1日
を指定

2018 年
1月 17日

一般
男子で中卒
（未満含）
17歳未満の者

平成29年
11月1日から
平成30年
1月9日

1次：平成30年
1月20日

2次：平成30年
2月1～4日

１次：平成30年
1月26日

最終：平成30年
2月16日

自衛官候補生 18歳以上
27歳未満の者

年間を通じて
行っています。

受付時にお知ら
せします。

試験日にお知ら
せします。

平成29年10月27日  第40号  (14)高　　KOYA　　野

【申込・問い合わせ】　企画公室　企画広報係　☎0736－56－2932

吉野川・紀の川流域協議会主催

「水環境に関する講演会」の開催について
○演題	：「市民参加、官民連携による流域再生と地域づくり」
○日時	：11 月 26 日（日）13：30 ～ 15：00　※参加無料
○場所：和歌山市勤労者総合センター　6 階　文化ホール
　　　　（和歌山市西汀丁 34 番地　市役所西隣）
　先着 100 名　現地集合
○講師：滝澤　恭平（株式会社水辺総研　取締役）
○主催：吉野川・紀の川流域協議会
○申込：ＦＡＸ・メールで（参加者全員の氏名・住所・電話番号をお書きください）

高野山大学・学園祭〈曼荼羅祭〉開催のお知らせ
秋も深まる 11 月の連休に、今年も高野山大学学園祭〈曼荼羅祭〉を開催致します。
本年も地域の皆様にご来場いただければと、高野山大学学園祭運営局一同お待ち申し上げております。

【問い合わせ】高野山大学学園祭運営局（担当：島田）
TEL.0736－56－4582  FAX.0736－56－2746（代）  公式サイト http://koyasan2017.com

日　時　平成29年11月3日（金・祝）、4日（土）、5日（日）　各日10:00より17：00まで
場　所　高野山大学（黎明館、黎明館前ステージ、正門前駐車場）
主演目　�〈お笑いライブ〉霜降り明星、ロングコートダディ、ネイビーズアフロ（3日）
　　　　〈音楽ライブ〉川島ケイジ（3日）、Ｆｕｎ×Ｆａｍ（4日）、キャラメルペッパーズ（4日）
　　　　〈声優トークショー〉柿原徹也・前野智昭（5日）
　　　　〈地元高校生の演舞・演奏〉橋本高校・新体操バトン部（4日）海南高校美里分校・和太鼓（5日）
　　　　〈車両展示会〉�トヨタ・日産・三菱・ＢＭＷの新型車・ＰＨＶ・ＥＶ・ＨＶ展示会（３日）、
　　　　　　　　　　  ミニヴェトロモンターニャ（4日）、警察・消防・自衛隊車両展示（５日）
　　　　〈各種コンテスト〉（3・4・5日）　　〈ビンゴ大会〉（5日）
その他　駐車場に限りがありますので、みなさまお誘い合わせてお越しください。



平成 29年分の年末調整の仕方、法定調書の作成方法等についての説明会を以下のとおり

開催いたしますので、ご案内申し上げます。

また、説明会では、年末調整における前年からの変更点をはじめ、平成 29年度税制改正

事項等についても説明いたします。

　なお、年末調整説明会当日の 15：45 から 16：45 に消費税軽減税率制度の概要や事業

者支援措置（補助金）についての説明会を開催いたします。

【問い合わせ】粉河税務署　☎0736－73－3301（代）
＊音声案内に従って、「2」をダイヤルしてください。

粉河納税協会　☎0736－73－2466

＊各説明会場を地域でご案内しておりますが、いずれかご都合の良い会場に出席していただいても構いません。
＊消費税軽減税率制度説明会の定員など開催予定の詳細については、国税庁ホームページをご確認ください。

【年末調整説明会】

年末調整説明会及び軽減税率制度説明会のご案内

開　　催　　日　　時 開　　催　　場　　所 対　　　象　　　者

平成29年11月27日(月)
13：30 から
15：30まで

岩出市立市民総合体育館
小ホール

岩出市荊本 63－ 2
紀の川市・岩出市の方

平成29年11月28日(火)
13：30 から
15：30まで

かつらぎ総合文化会館
AVホール

伊都郡かつらぎ町丁ノ町 2454
橋本市・伊都郡の方

(15) 第40号 平成29年10月27日高　　KOYA　　野

　ダイレクト納付とは、事前に税務署に届出等をしておけば、e-Tax（国税電子申告・納税シ
ステム）を利用して電子申告等をした後に、簡単なクリック操作で届出をした預貯金口座から、
即時又は指定した期日に納付することができる電子納税の納付手段です。ダイレクト納付に
は次のようなメリットがあります。
　　①インターネットバンキングの契約が不要
　　②期日を指定して納付することが可能
　　③税理士が納税者に代わって納付手続きを行うことが可能

【問い合わせ】粉河税務署　☎0736－73－3301

便利なダイレクト納付を始めましょう！



また、1
い い

1月3
みらい

0日は「年金の日」です！

国民の皆様に公的年金制度を身近に感じていた
だき、公的年金制度に対する理解を深めていただくことを目的としています。

11月はねんきん月間 です。

「ねんきんネット」をご利用いただくと、いつでもご自身の年金記録を確認できるほか、将来の年
金受給見込額について、ご自身の年金記録を基に様々なパターンの試算をすることもできます。
「ねんきんネット」については、日本年金機構のホームページでご確認いただくか、ねんきん定期
便・ねんきんネット等専用ダイヤルにお問い合わせください。

【問い合わせ】　和歌山東年金事務所　☎ 073－474－1813
　　　　　　　国民年金課　　　　　☎ 073－474－1841
　　　　　　　年金ダイヤル　　　　☎ 0570－05－1165
　　　　　　　ねんきんネット専用ダイヤル　☎ 0570－058－555

平成29年10月27日  第40号  (16)高　　KOYA　　野

【問い合わせ】　和歌山地方税回収機構　☎ 073－422－3630

1．日　程　平成29年11月18日（土）

2．場　所　岩出市立市民総合体育館　1 階　アリーナ（岩出市荊本63－2）

公売会参加に必要なもの
　①購入代金　②本人確認ができるもの（運転免許証等）

　③印鑑　④委任状（代理人が入札する場合）　⑤同意書（入札者が未成年の場合）

　　　詳細につきましては、和歌山地方税回収機構のホームページに掲載します。

和歌山市町村合同公売会のお知らせ

税金滞納により差押えた家電・雑貨などを公売します。

　国税庁では、国民の皆様に租税の意義や役割、租税行政に対する知識と理解を深めていただ

くため、一年を通じて租税に関する啓発活動を行っていますが、毎年 11月 11日から 17日を「税

を考える週間」として様々な広報広聴施策を実施しています。

　平成 29年の「税を考える週間」のテーマは、「くらしを支える税」

です。国民の皆様に適正・公平な課税及び徴収の実現に向けた国税庁

の取組をご紹介するとともに、税務行政に対するご意見やご要望をお

寄せいただく機会を設けています。

　詳しくは、国税庁ホームぺージ「www.nta.go.jp」をご覧ください。

「税を考える週間」　11月11日から



(17) 第40号 平成29年10月27日高　　KOYA　　野

【問い合わせ】　税務課　☎ 0736－56－2931

　町税は、まちづくりを支える大切な財源です。高野町では、納期内に納付された方との公平

を保ち、滞納の解消を図るために、県、和歌山地方税回収機構と合同で、11 月・12 月を合同

滞納整理強化月間として、税収確保に取り組みます。

　税金を滞納すると、本来納めるべき税金の他に延滞金を納付しなければなりません。滞納し

たまま放置すると、法律に基づき滞納者の意思に関わりなく、給与や不動産など財産の差押え

や公売などの滞納処分を受けることになりますので、納期内に納税してください。

◆時間外の納税相談

昼間仕事の都合等で役場に来られない方は、事前に税務課まで電話連絡をください。
夜間でも随時、職員が納税相談に応じます。

11月・12月は『合同滞納整理強化月間』

【問い合わせ】　福祉保健課　☎ 0736－56－2933

　身体的虐待、性的虐待、心理的虐待、ネグレクト、四種類の子ども虐待は、それぞれ単独で
発生することもありますが、暴力と暴言や脅し、性的暴行と暴力や脅し、などが、複雑に絡ま
りあって起こる場合もあります。

「虐待かも」と思った時や子育てに悩んだ時に、

すぐに児童相談所に通告・相談ができる全国共通の電話番号です。

近くの児童相談所に 24時間つながります。

通告・相談は、匿名で行うこともでき、通告・相談をした人、

その内容に関する秘密は守られます。

189とは

　子育ては体力的にも精神的にも金銭的にも大変なものです。時には子育てが上手くいかない
と感じるとき、悩んでしまうときもあると思います。相談できる機関に些細な事でも話してみ
ませんか？

11月は虐待防止月間です

189虐待かなと思ったら… 児童相談所
全国共通ダイヤル



平成29年10月27日  第40号  (18)高　　KOYA　　野

（サポステきのかわは厚生労働省の委託事業です）
橋本市市脇1-1-6　ＪＡ橋本支店ビル2Ｆ

TEL：0736-33-2900　FAX：0736-33-2910

若者サポートステーションきのかわ

適職診断セミナーを開催します！！
サポステきのかわでは、高野町出張相談会にて適職診断セミナーを開催します。

【問い合わせ】  高野町地域包括支援センター（高野町役場内）　☎0120-814180（フリーダイヤル）
☎0736－56－2933

○�高野町役場にて相談を随時受け付けています。誰に相談すれ
ばいいか分からない高齢者の問題や、ちょっとした疑問など
なんでもかまいません。ご相談のある方は、高野町役場にお
越しいただくか、もしくは電話にておたずねください。

○�高野町地域包括支援センター専用のフリーダイヤルができま
した。固定電話・携帯電話・IP 電話・公衆電話どれでも通
話可能です。お気軽にお問い合わせください。

～こんな場合は地域包括支援センターへ～
◦介護保険のサービスを利用したい
　（ヘルパー・デイサービスなど）
◦最近物忘れが激しい家族がいる
◦家族の介護に疲れた
◦�近所に住むお年寄りが家族から虐待を受けて
いる様子がある　などなど

高野町地域包括支援センターよりお知らせ

自分には、どんな仕事が向いているんだろう…
就活って何をすればいいのかわからない…
転職したほうがいいのかな…

職業興味検査で、適職を診断！
就労に向けての相談も受け付けています。
ぜひ、ご参加ください。（15 才～39 才までの方）

ご予約の方は、右記連絡先、また
は高野町福祉保健課（TEL：0736-56-
2933）までお電話下さい。
高野町出張相談についても、お気軽
にお問い合わせください。

【日時】11月17日（金）
　　　 13：00 〜 16：00

【場所】高野町まちかどサロン～縁～
        　　　      　 ( 高野町高野山 388-6)

日　時：月曜日～金曜日  （祝日・年末年始・警報発令時はお休みします）
　　　　9：00～14：00　　※申し込みは不要です　※時間内の出入りは自由です
場　所：子育て支援センター（高野町保健福祉センター内）
持ち物：水筒、タオル、着替え
お願い：子育て支援センター内での事故やケガにつきましては保護者の方の責任でお願いします。

【問い合わせ】子育て支援センター　☎0736－56－3938

2日（木）
散　　歩

10：00～11：00

10日（金）
制　　作

10：00～11：00

15日（水）
園庭遊び

10：00～11：00

16日（木）
場所移動

10：00～11：00

21日（火）
3B体操

10：00～11：00

30日（木）
みんなの集い
10：00～11：00

11 月 の 予 定



11月の健康づくり便り

こどもの健康づくり

健
康
診
査
・
相
談

乳幼児健診の対象児 健康相談の対象児 実施日／会　場

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ29年 7月生れ

Ｈ29年 5月生れ

Ｈ29年 1月生れ

Ｈ28年 3月生れ

Ｈ26年 3月生れ

4ヶ月児

6ヶ月児

10ヶ月児

1歳6ヶ月児

2歳6ヶ月児

3歳6ヶ月児

Ｈ29年 8月生れ

Ｈ29年 6月生れ

Ｈ29年 2月生れ

Ｈ28年 4月生れ

Ｈ27年 4月生れ

Ｈ26年 4月生れ

28日（火）
高野町保健福祉センター
○健康相談 10：00 ～ 11：00 

(4,6,10ヶ月児)
※�上記以外の対象児は、各戸日程

相談のうえ実施。 　　　
○乳幼児健診 13：30 ～ 14：00

 大人の健康づくり

健

康

相

談

会　場　名 実　施　日　時 備　　考

高根集会所 1日（水） 10：00～ 10：30

大滝集会所 1日（水） 14：00～ 14：30

西細川多目的集会所 7日（火） 9：30～ 10：00

東細川集会所 7日（火） 10：30～ 11：00

湯川集会所 8日（水） 10：00～ 10：30

高野山多目的集会所 8日（水） 14：00～ 15：00

桜茶屋（秋月様宅） 9日（木） 12：30～ 13：00 理学療法士が同行します。

西郷集会所 9日（木） 13：15～ 13：45 理学療法士が同行します。

神谷多目的集会所 15日（水） 10：00～ 10：30 10：30 ～生活リハビリ（500 円）

相ノ浦集会所 16日（木） 10：00～ 10：30

杖ヶ藪　龍福寺 16日（木） 15：30～ 16：00

下筒香集会所 21日（火） 9：30～ 10：00

上筒香集会所 21日（火） 10：20～ 10：50

（旧）筒香小学校 21日（火） 11：00～ 11：30

中の橋老人憩いの家 22日（水） 13：30～ 15：00

※保健師による相談と簡単な健康チェック（血圧測定、検尿等）を行います。

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係（保健師）☎0736－56－2933

(19) 第40号 平成29年10月27日高　　KOYA　　野

◆ 3,150人（前月比－ 10）　男 1,524人／女 1,626人　世帯 1,700戸（前月比－ 1）
◆出生　0 人　　◆死亡　3 人　　◆転入　5 人　　　◆転出　12 人

高野町の人口
（9月末日現在）



高野町企画公室／〒 648-0281 高野町大字高野山 636 番地
TEL：0736-56-3000（代表）　FAX：0736-56-4745

発行・編集

ノロウィルスが流行する季節です。
ノロウイルスとは冬場に多い「感染性胃腸炎」です。
症　　状：�腹痛、下痢、嘔吐、発熱（38℃以下）　通常症状は 2～ 3日で回復しますが、ウイルスは 1週間から 1ヶ月

以上排泄し続けることもあります。体調がよくなったと思っても完治していません！
潜伏期間：感染から発症まで 24時間～ 48時間	
特　　徴：11月～ 2月の冬場に多い。感染力が非常に強く、人から人へ感染する

処理の方法（注：ノロウイルスにはアルコール消毒が効きません）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
処理する人は使い捨ての手袋とマスクをする。部屋を十分換気する。ペーパータオル、新聞紙やボロ布などで汚物を取り
除き次亜塩素酸ナトリウム希釈液で消毒を行う。使用したマスクや手袋、処理した汚物は直接捨てずにナイロン袋に入れて
漏れないようにする。～感染しないようにみんなで気を付けましょう！～

○水分補給をする
　�下痢や嘔吐による脱水を防ぐため、経口保水液やスポーツドリンクで
水分補給を

○感染初期には下痢止めをひかえる
　�ノロウイルスは人の腸内で増殖します。無理に排泄を止めてしまうと
ウイルスを体内に留めてしまいさらに増殖するリスクがあります。

○汚物は正しく処理する。

感染したら・・・
◦手洗い・うがい
◦調理器具・まな板・スポンジなどの消毒
◦食材の十分な加熱………80℃で 90秒以上の加熱で感染力消失
◦マスクの着用………マスクをして感染予防
◦トイレの消毒………次亜塩素酸ナトリウム希釈液で消毒

ノロウイルスの予防

平成29年10月27日  第40号  (20)高　　KOYA　　野

高野町長　平野 嘉也

【問い合わせ】福祉保健課　健康づくり係　保健師 　☎0736－56－２９３3

11 月号のメッセージ
9 月議会も条例、補正予算、その他含め提案した全 26 案件は議会の承認をいただき終了いたしました。

またその中で、28 年度決算認定もあり一般会計において実質収支 1億 1,351 万 7,167 円の黒字決算となり
健全財政で安定している事をご報告させていただきます。29 年度も後半戦、各事業に対し適切に予算執
行をしてまいります。昨年はこの時期に「第１回高野龍神スカイラインウルトラマラソン 2016」を開催
しましたが、本年度は？とよく聞かれます。コースや時期の検討、名称も少し変更し「第 2回高野山・
龍神温泉ウルトラマラソン 2018」は 2018 年 6 月 10 日（日曜日）に開催いたします。時期が近づきました

ら様々な情報提供をしますので各方面でのご支援、ご協力をお願いします。
さて秋といえば運動会。高野町内の小中学校・こども園の運動会に出席そして参加させていただきました。天気の影響を受
けた場所もありましたが、声援や笑い声が飛び交うそれぞれの地域の特色を生かした素晴らしい運動会でありました。町の人
口が平成７年から 27 年の 20 年間で約半分になっていること等から、今後の存続も心配な地区も当然あります。町全体が元
気になるには、高野山地区周辺の地区が元気になること、そして自然減よりも社会減が上回る現実を少しでも和らげるために、
住民の皆さまと共に知恵を絞ってまいりたいと思います。
人口減についてはごく一部を除いて全国的な問題です。子育て支援や移住定住大作戦も含め、この静かなる国家的有事に対
してそれぞれの自治体でどう向き合うか。全国的にみて 2000 年前後は人口の増加も鈍化し 2010 年に減少に転じた人口推移
をみると、一時的に出生率は維持若しくは増加するかもしれませんが、将来、若年女性人口が減少しているため出生数は減
少する見通しです。高野町は昭和５年（1930年）の 10,821 人（高野町+富貴村）をピークに平成 7年（1995年）に 6,386 人と 65 年
間かけて緩やかな人口減でしたが、そこからの 20 年間は先に記したとおりです。当然社会的な背景はあるものの頭を抱えて
しまう状態です。高野町に住もう！高野山に住もう！等スローガンも大事なのですが、今することは町全体で現状を把握し、
交流人口を戦略的に維持、又は増加さることです。また戦略的に社会を縮めていく事が安定した豊かなまちの形態になるので
はと思います。
その交流人口の増加に向けて行政として取り組んでいる内容は次号以降に記したいと思います。そして 10 月より始めまし
た平成 29 年度タウンミーティング（町行政報告＆意見交換会）も各地域を回り、29 年度の町財政、多方面にわたる事業の説
明を行うと同時にそれぞれの地区の諸課題について意見交換をさせていただいております。平成 26 年から始めたタウンミー
ティングも今回で 4年目（通算 60 回）になりますが、毎年宿題を頂き少しずつではありますが課題への対応ができているの
ではないかと思います。（満点回答ではありませんが…汗）それぞれの地域の皆さまにお会いできることを楽しみに、また町
のことを一緒に考えるよい機会でもありますのでよろしくお願いいたします。
まもなく 11月、前半は「文化表彰、町民文化祭、」や「第 3回高野町交流ひろば」、「高野山大学学園祭」等催し等も盛りだくさん。
そして後半には冬支度…インフルエンザの季節にもなりますので体調を崩されませんようご自愛ください。


